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論

叢

混
合
勘
定
に
闘
す
る
一
考
嬬

勤
労
所
得
に
封
す
る
課
税

貞
享
以
後
長
崎
山
支
那
貿
易
に
就
い
て

租
税
責
措
及
び
経
費
の
闘
際
比
較

誼

苑

重
農
畢
抵
の
人
口
論

明
治
初
年
に
於
げ
る
大
阪
通
商
命
日
枇

雑

録

伊
太
利
以
貯
蓄
銀
行
制
度
改
正
司

佐
町
介
石
の
舶
来
日
川
排
斥
町
並
副

ι
h
H
$
k
 

t
I
-
1
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L

1

 

l
-
I
M
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-
-
t
1
 

文
明
博
士

川
間
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山
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去

λ
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r
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出
戸
上

U

司

i
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勾
叶

λ戸

L
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司

?

l

F
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J
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F
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J
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i
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児

本

庄
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治
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前

謹

租
枕
負
措
及
伊
経
費
白
園
際
比
較

第
二
十
七
巻

六
λ
六

第
五
掛

七
O

租
税
負
携
及
び
経
費
の
園
際
比
較

(
下
)汐

見

夏目

第

経

1'-! 
の

分

析

組
税
負
捻
ご
経
費
正
の
関
係

凡
そ
財
政
に
於
て
租
税
負
強
は
そ
れ
自
身
を
切
り
離
し
て
箪
狗
に
之
を
論
争
る
事
が
出
来
る
が
、
耳
に
経
費
百

関
連
せ
し
め
全
般
的
観
察
を
議
「
る
事
に
よ
っ
て
、
財
政
金
健
に
於
け
る
租
税
負
描
帽
の
地
位
が
明
か
・
己
な
る
の
で

あ
る
。
忠
ム
に
、
組
枕
な
る
も
の
は
経
費
を
支
品
排
す
る
匁
め
仁
起
さ
れ
た
る
も
の
で
ゐ
h
・
叉
組
枕
を
負
擁
す
る

人
も
経
費

ω恩
恵
に
治
す
る
人
も
、
等
し
く
市
場
経
憐
の
構
成
員
な
る
が
放
に
、
租
税
負
出
闘
を
研
究
す
る
に
は
市

場
腕
演
の
支
捌
L
租
税
古
市
場
経
済
の
受
取
る
絞
費
ご
を
比
駿
し
て
定
め
ね
ば
な

ιぬ
O

M
F

最
返
財
政
統
計
を
桝
究
す
る
に
際

L
、
特
に
経
費
に
注
目
せ
る
所
以
で
ゐ
る
。

こ
れ

。mM由回目
ι

租
税
が
一
見
聡
減
せ
ら
れ
た
h
t
す
る
も
、
経
費
の
方
面
に
於
て
浪
費
的
事
業
が
超
れ
り
ご
せ
ば
、
返
っ
て
視

税
負
鎗
は
増
加
し
た
り
E
云
ム
事
が
出
来
る
。
蓋

L
租
税
が
軽
減
せ
ら
れ

L
事
は
租
税
負
抽
闘
の
輯
減
を
意
味
す
れ

内
。
】
自

Ein neuer Versuch ZUi international-v町'~leichenden Fillanz5tati~tik 
lA1Jg~meines._ St~tistisch~s Archiv: .B.d. 1('.lI!:.ft I}. D~e .!net!~?d~schen 
Gruridlagen der international~veigl l'!ichenrl p.n Fi l1 ~nzstatistik (Weltwirt-
schaftliches Archiv. 22. Band. .Heft 2) 
Volkswirtscha宜l】cheTheorie der 只同町田lIsO'~hf'n_ Tn押

15) 

16¥ 



ど
も
・
同
時
に
そ
ゆ
使
途
宜
し
き
を
得
中
何
等

ω効
用
を
商
品
中
正
せ
ば
、
岡
民
総
務
会
館
正
し
て
見
れ
ば
負
鎗

の
増
加
を
推
定
ゼ
[
む
る
か
ら
で
あ
る
G

謎
に
机
枕
が
加
重
せ
ら
れ
た
り
ご
す
る
も
、
そ
の
経
費

ω
使
途
に
根
本

的
整
理
行
は
れ
柁
ち
ご
せ
ば
、
質
質
的
に
は
組
税
負
傷
的
経
減
ゐ
り
た
り
Z
云
ひ
得
る
の
で
ゐ
る
。
蓋
し
租
税
の

増
加
は
即
ち
負
指

ω増
加
で
ゐ
る
が
、
そ
の
租
税
が
経
費
の
形
に
於

τ市
場
経
憐
に
復
蹄
し
、
号
の
循
環
的
経
路

の
聞
に
再
生
産
を
な
し
た
り
ご
せ
ば
、
国
民
経
済
会
館
り
立
場
に
於
て
租
枕
負
携
が
軽
減
せ
ら
れ
柁

h
ご
一
五
ふ
事

が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

か
〈
経
技
己
租
枕
負
据
正
は
密
接
不
離
の
閥
係
に
あ
る
か
ら
、
租
税
負
館
山
研
先
の
前
提
ご
し
て
は
必
中
経
費

eT
諭
す
る
必
要
が
ゐ
る
。
経
費
を
論
す
る
に
は
先
づ
経
費
の
内
容
を
分
析
せ
ね
ば
な
ら
肉
。
経
設
の
内
容
の
分
析

は
大
髄
次
の
二
つ
の
方
法
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。

一
は
財
政
内
部
の
閑
の
闘
係
仁
於
け
る
経
農
の
分
析
で
あ
っ

て
-
他
は
財
政
三
市
場
経
済
ざ
の
閥
の
閥
係
に
於
り
る
経
費
の
分
析
で
あ
る
。

経

費

の

目

的

租
税
其
他
の
牧
入
は
、
経
費
を
支
柚
附
す
る
潟
め
に
起
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
経
費
は
倒
家
の
各
穏
の

目
的
を
蓬
せ
ん
が
錦
め
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

従
っ
て
祖
税
其
他
の
財
政
牧
入
の
形
に
於
て
市
場
経
済
よ
り
徴

政
せ
ら
れ
た
る
闘
民
所
得
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
経
費
ご
し
て
周
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

租
枕
ご

Lτ
徴
牧
せ
ら
れ

L
国
民
所
得
が
同
家

ω絶
劃
必
要
費
仁
専
ら
投
を
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
経
謝
必

論

叢

租
税
負
措
及
び
組
費
自
闘
際
比
較

第
二
十
4
巻

Y

ハ

λ
七

停
車
現

-t 



員布

議

租
枕
負
捲
及
び
組
提
白
闘
際
比
較

第
三
十
七
谷

六
λ
入

第
五
枕

じ

要
机
買
を
支
排
し
て
徐
裕
ゐ
h
而
も
第
二
衆
的
経
袋
を
も
支
排
し
得
る
場
合
に
之
金
比
較
し
て
、
進
に
租
税
負
鎗
が

重
い
ご
云
は
ね
ば
な
ら
向
。
同
じ
一
割
の
租
税
ピ
一
去
っ
て
も
、
そ
れ
が
闘
中
部
り
生
存
維
持
に
必
要
欠
〈
ぺ
か
ら

F

る
方
而
の
み
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
正
、
ぞ
れ
が
闘
家
の
存
在
に
必
要
な
る
経
費
骨
支
耕
L
更
に
仙
の
み
面

に
及
ん
で
ぬ
る
の
正
仁
よ
っ
て
、
負
擦
の
程
度
を
異
じ
す
る
の
で
あ
る
ο

倒
人
経
済
に
於
て
食
物
袋
が
組
経
費
に

占
む
る
割
合
を
算
出
し

τ
凶
ロ
町
内
日
は
消
践
の
法
則
を
樹
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
意
味
よ
b
し
て
開
口
問
止
の
法
則

を
経
費
の
方
面
に
も
通
用
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

国
家
の
目
的
を
標
準
ご
し

τ、
経
費
を
分
析
す
る
に
ゐ
た

h
、
普
通
各
省
別
の
分
類
が
行
は
れ
て
ゐ
る
o

例
へ

ば
我
闘
に
於
て
、
憲
法
費
(
皇
室
費
)
、
軍
備
費
(
陸
軍
省
費
、
海
軍
省
費
、
法
務
費
(
外
務
省
設
.
内
務
省
袋
、
司

法
省
費
)
、
頑
利
費
(
農
林
省
設
.
商
工
省
技
、
混
信
省
費
、
鋭
道
省
費
)
.
文
化
相
官
(
文
部
省
費
ス
財
務
費
(

減

省
費
)

ご
分
つ
が
如
き
が
印
も
各
省
別
的
泊
例
で
ゐ
る
。
然
し
各
省
を
分
つ
事
は
勿
論
国
家
の
各
利
目
的
を
達
せ

ん
J
C
守
す
る
質
質
的
要
求
に
出

τゐ
る
が
、

一
は
岡
家
の
各
椛
目
的
を
離
れ
て
車
に
行
政
上
の
便
宜
よ
り

L
て
分
つ

場
合
も
多
い
か
ら
、
必
中
し
も
之
を
以
て
岡
家
目
的
に
基
〈
経
費
の
升
類
の
標
準
古
す
る
を
得
な
い
。
故
に
具
に

岡
山
棋
の
目
的
に
よ
る
経
由
貿
を
分
類
せ
ん
正
せ
ば
・
各
省
の
経
費
を
款
項
目
節
の
細
部
に
波
っ
て
研
究
し
、
之
を
闘

家
の
各
施
目
的
に
ゐ
て
は
め
、
内
容
的
に
研
究
す
る
必
要
が
ゐ
る
。

zmも
問
題
が
経
費
目
的
の
凶
際
比
較

t
な
る

J 
」、

一
層
手
数
が
か
、
る
の
で
ゐ
る
。
各
闘
は
其
の
行
政
組
織
を
異
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
各
省
別
の
形
式
的
分
類



を
試
み
る
事
正
な
る
ピ
、

を
施
す
事
が
巳
仁
凶
難
で
ゐ
る
。
況
ん
や
倒
家
目
的
に
従
ひ
款
羽
目
節
を
整
理
し

τ、
経
臨
時
目
的
の
質
質
的
牙
類

問
題
は
盆
々
迷
宮
に
入
る
の
で
ゐ
る
。

猫
逸
統
計
局
は
、

非
常
な
る
努
力
の
結
巣
、
イ
ギ

y
ス
、
フ
ラ
ン
月
、
ぺ
W
F

ギ
1
、
イ
タ

9
1
の
四
闘
の
経
攻
守

共
の
使
用
目
的
別
に
し
て
世
界
大
戦
を
中
心
正
し
て
共
の
前
後
に
つ
き
算
定
し
、

次
の
数
字
を
得
た
の
ち
ゐ
る
。

第
J

ハ去

そ
れ
以
下
は
四
拾
五
入
し
で
あ
る
。

料
品
耳
目

H
的
を
棋
略
と
し
た
る
凶
日
本
制
批
比
較
中
高
(
刊
山
河
峨
前
マ
ル
タ
」
間
単
位
)

第
六
求
が
作
品
(
的
結
旧
端
で
あ
る
。
街
、
車
位
は
百
高
「
戦
前
7

W
ク
」
に

L
て、

一イギ;

一

一

冗

A
日

一

コ

耳

一

六

口
一

mH

↑

一

、

同

九

九

一

学

宅

一

↑

畠

租
柑
負
挽
百
品
目
紐
費
目
閥
際
比
較

it!l! 

!日

'" 
目

:
元
首
及
び
談
合
に
闘
す

一
る
組
提

二

、

法

務

費

豆

、

内

務

費

凹

、

外

務

費

五

、

植

民

地

提

a
、
陸
軍
、
海
軍
、
航
空
車

b
、

文

政

C

J

他

六

、

闘

防

費

ヒ

、

助

活

費

a
、
闘
柑
及
び
内
閣
枕

言市

議

内包

界

1民

大
ア
一
フ
ン
ス一九五 一一一一一一一-一一一量ョ，九九雪量主J壬~ :1~一二L主主二量一

両U

使〉

ベ
ル
ギ
ー
" 
"'宛
巳

言十

三旦:'~ J一上よ二~_J'!L五三L 3i. 

世

酬

明

後

フ
一
フ
シ
ス
一
@
へ
ル
ギ

l

|
|
」A
 

H

一一
三昌一}』

ゴ一一生
ゴ冗一

一一
空(↑

玉
、
口
五
Z
一

一」吉一一

大
-、、
L

」

a'『
/

J
ノ

第
五
蹴

"0 

成

百十イ
タ
リ
ー

国ぇ豆三z士

古
島省主一一ゴ一
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前

相R

'l'/ 

b
、

公

債

1

刺

捌

2

、

償

還

8

、

北

他

民

貨

幣

d
、

共

他

λ
、

文

化

E

刻
、
京

十

、

一

祉

合

士

、

産

業

a
、

盛

装

b
、

商

工

業

c
、

交

組

業

1
、

商

船

2
、
私
設
鎚
逝

8
、
私
設
航
空

4
、
公
設
交
調

5
、

共

他

d
、

共

他家

士
一
、
阻

設

租
枕
負
措
及
び
縄
費
の
闘
際
比
較

の

日
企

白骨

イ
ヂ

り
ス 世

大

。

費却費費

回-

~ aヨ三
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業
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リ
ー
一

4
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一A
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ハ
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O

第
五
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ラ
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十
弓
戦
争
に
基

t
魁

費

a
、
年
金
、
恩
給
、
扶
叫
料

b
喝
彼
興
事
業

c
、

占

領

地

1
、
平
制
峰
的
及
び

v
l

〈
ズ
宜
平
山
内
岡
賢
灯

e
、
企
(
他
の
職
中
偵
野
田

高d

官日k

官十

関

戸一一一一

~ I---'_L_I_L 1_1.一

量J.J__IL上よ_1

主I_LL_ILI I 

ヌー
田 1__ ー 品喜

一室 I~"主ー豆丘一三三L

E孟呈霊室三一量

主|ιーニ三*-~ ~， 

ブむ -
t、，、 戸ユ，.、 ニユ

、--、
同

此
の
分
制
酬
の
標
準
は

N
谷
口
が
創
始
し
、
高
凶
統
計
協
曾
が
採
用
し
、
夏
に
の
。
r
H
H

が
之
を
経
史
的
目
的
の
研

七、

T
1
0
0
に
刺
分
せ
ら
れ
、

究
に
つ
き
師
服
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
各
国
的
歳
計
仁
現
れ
た
る
経
費

ω分
類
は
精
疎
常
な
〈
.
イ
ギ

9
λ
は

イ
タ
リ
ノ

l
は
二
、
入

O
O
に
大
別
せ
ら
れ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
、
或
国

に
於

τ或
省

ω管
轄
に
胤
し
て
ゐ
る
経
費
が
他
の
闘
に
於
E
他
の
省
的
経
費
ご
し
て
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

之
を

統
一
し
て
各
積

ω目
的
を
有
す
る
経
費
に
ま
古
め
た
所
に
、
獅
逸
統
計
局
の
非
帯
な
苦
心
が
存
し
て
ゐ
る
白

経

費

の

様

式

経
費

ω目
的
に
よ
る
分
類
は
、
徴
収
し
た
る
租
枕
が
如
何
な
る
方
面
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
見
る
知
に
於

て
質
益
を
有
し
て
ゐ
る
。
然

L
之
は
財
政
英
自
身
の
内
部
に
於
け
る
経
投
使
用
の
問
題
で
あ
っ
て
、
図
民
経
協
開
会

首布

捜

値
に
於
り
る
経
費
の
作
用
に
つ
き
観
察
す
る
ご
な
る
ご
、
立
場
を
稜
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

，、
ゴL

租
世
負
弛
及
び
組
曲
1
0
間
際
比
較

第
二
十
七
容

第
五
脱

t 
五



言満

議

第
二
十
七
巻

七
プ〈

租
袷
負
掠
及
日
V

組
裂
の
闘
際
比
較

-~ ，、
九

t
P
R
揖

凡
そ
財
政
が
英
自
身
寧
猫
に
存
在
し
得
な
い
事
は
、
机
枇
北
(
の
仰
の
財
政
枚
入
が
市
場
経
済
よ
ち
徴
牧
せ
ら
る

、
高
貨
を
見
れ
ば
明
か
で
ゐ
ら
う
。
真
に
経
柴
に
つ
い

τ考
ふ
る
に
、
各
稲
の
目
的
を
有
す
る
絞
袋
の
少
〈
己
も

或
部
分
は
、
何
等
か
の
形
に
於
て
再
び
市
場
経
憐
に
復
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
問
胞
を
躍
に
財
政
内
部
に
限
ら

す
L
て
、
岡
民
経
済
全
健

ω立
場
よ
り
[
て
経
費
り
作
刈
を
凱
察
す
る
事
に
よ
っ

τ始
め
て
都
農
ご
市
場
経
裕
吉

の
関
係
が
明
か
ご
な
る
の
で
ゐ
る
。

か
〈

τ経
費
り
様
式
に
よ
h
分
類
を
施
す
事
が
、
此
的
問
題
を
解
決
す
る
所

以
で
ゐ
品
。

国
家
経
費
は
岡
家
牧
入
よ
り
之
を
支
排
し
、
岡
家
枚
入
は
租
税
其
の
他

ω財
政
牧
入
の
形
に
於

τ、
市
場
経
済

よ
h
国
民
所
得
を
徴
股
し
た
結
果
で
ゐ
る
。
市
場
経
済
よ
b
見
れ
ば
岡
家
牧
入
は
す
イ
ナ
λ

で
あ
る
。
然
し
経
費

の
支
出
は
、
共
の
様
式
如
何
に
よ
っ
て
市
場
経
済
の
プ
ラ
子
宮
件
ふ
場
合
吉
、
し
か
ら
F
る
場
合
ご
に
分
れ
る
の

で
あ
る
。
経
設
を
分
も

τ、
巴
窓
口
が
時
B
E
R
m
κ
-
u
o
D岳
Z
B
E
司
巳

2
0
M
E
E
E
S
耳
目
。
ロ
島
宮
司
ご
の
一
一

吉
し
、
の
o-日
が
回
』
H
r
o
E
E
O
E百
『
円
r
H
O
F
E岡
正
回
目
ro自
日
Eω
『
日
日
町
E
n
v百
四

Z
を
匝
別
ゼ
る
は
、
経
裂
の

支
出
が
市
場
経
済
に
プ
フ
ー
を
件
ふ
や
奇
ゃ
を
標
準
ご
し
た
る
分
類
で
あ
る
o

図
民
経
済
全
般
正
し
て
経
費
の
様

式
を
考
察
す
る
仁
以
此
鮪
を
重
胡
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

此
等
の
詩
紬
を
考
察
し
て
、
濁
逸
の
統
計
局
は
経
費
全
大
別
し
て
、

一
は
国
家
そ
れ
自
身
が
直
接
に
経
費
を
伎

用
す
る
場
合
ご
、

ニ
は
岡
家
が
軍
に
貨
幣
額
を
市
場
経
済
の
構
成
員
に
渡
す
に
止
ま
る
場
合
ご
の
一
二
つ
に
し
て
ゐ

Pliblic Finance， page I~:Z 3 
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る
。
前
者
は
国
民
所
得

ω徴
牧
(
同
s
r
o
s
E
B各
自
富
山
V
E
n
r
E問
)
で
あ
っ
て
、
国
民
所
得
の
移
輔
(
同
一
p
r
O
B
E
S
T

れ
、
国
民
所
得
の
移
特
は
会
偵
の
元
利
支
榔
.

年
金
・
扶
助
料
、
補
助
金
、

ご
し

τ問
題
ご
な
る

ωは
後
者
で
ゐ
る
。
国
民
所
得
の
徴
牧
は
人
件
費
古
物
件
費
ご
の
こ
に
分

耳
目
n
E
S吉
岡
)

地
方
交
付
金
よ

h
な
つ

E
ゐ
る
、
只

日
常
偵
の
一
元
利
支
抑
制
的
中
で
外
債
の
利
抑
ぷ
び
償
還
は
国
民
所
得
を
凶
民
経
済
の
蒋
外
に
持
も
去
る
も
り
な
る
が
故

に
、
内
偵
の
場
合
が
「
闘
民
所
得
の
移
樽
」
な
る
ご
呉
h
・
事
ゐ
「
図
民
所
得
の
徴
牧
」
に
崩
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

F
A
、

ぺ
U
Y

ギ

1
、
イ
タ
リ

J
1
の
歳
計
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
七
求
は
、
様
式
に
よ
る
経
投
の
分
類
で
あ
る
。
第
六
表
ご
同
じ
〈
、
凋
逸
統
計
局
の
調
査
に
か
、

h
、

第
六
表
の
目
的
別
を
歳
討
の
横

制
捜
の
穏
や
乞
掠
抽
?
と
し
た
る
闘
衣
料
提
比
較
議
官
官
民
戦
前
マ
ル
ク
」
哨

b

↑

世

界

大

峨

前

白

抜

計

一

世

界

戦

後

蹴

計

額
汀
一
パ
づ
司
パ
イ
叶
コ
っ
け
叶
汀
川
|
汀
什
1
1「
'blJ-ν

日↓
V

I
l
-
-
f
;
;
，一:じ

1
9
U
ノ
パ
じ

;μ
ド一

A
;
1
1り

塁

一

二

一

i

i

一
一
言
一
一
一
、
雪

a
、

人

件

費

一

一

一

一

生

里

山

一

一

重

一

一

三

一

b
、

物

件

費

一

生

-

昌

三

一

、

口

岡

山

一

一

二

昌

一

、

合

同

の

利

訓

告

償

護

主

主

玉

、

芸

一

一

、

一

言

一

(
職
川
市
刷
保
を
除
〈
)

J

Z

=

一

、

年

金

及

び

扶

助

料

-

一

三

一

A

一
一
、
雪
国
一
金

プ
フ
y
λ

、

断
面
正
せ
ば
、
第
六
表
の
様
式
別
は
成
計

ω縦
断
面
を
一
不
し
て
ゐ
る
。

銘
七
議

紐

費

の

種

u1旨

議

租
税
負
拍
及
び
料
費
由
闘
際
比
較

第
三
十
七
巻

大

6つ

六
九
三

第
五
蹴

七
七

4 
ギ
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論

護

七六五 四
b a 、、 d c b a 、 d c b a 
外、、交閥、、、、自Il

f古拙地 *共串観産 共批天扶職
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裳金金金金他竺-竺他料凶普| 主
v' 

イ l
ギ 1 組

一 I~~ I 袋三 五リi 
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フ|上b
ヲ[大統

主毛 〆 l 

11」主主主三..=._~_I 豆呈ニ~_~ L_d三l職
ィ|前

ギ

言 1-1-1 主主主よ豆~. 2:__~ェ=; 1...._1_1-'-
イ l引
タ i山
リ|第

三笠三二-!It..主三三-，，-_，JJ I I一手
~I 事

:h. 1 -7"リ

呈l豆i 言三izi三;..{昌一金五重ょ主 1ニ弗

経

費

ι》

志望

諸島

討

史

~， 

品晶

主u

|吐

司
、
九
四

第
五
鵠

七
八

ラ

~t豆~L_~ ~墨ー=主主三三塁長」主一!こl 鞍
-<1後
凡，

ギ

室jii亘三豆一昔 L三亘互主 1 星 I呈 1二!鶴
イ l計
タ

大

..， 

~" 
且Z

同同ニタh ー さ主
Z三均九;;，~ z =-己 ".a 恒三五出

昌

高i

租
税
負
指
ご
し
て
市
場
経
済
よ
り
徴
牧
せ
ら
れ
し
図
民
所
得
の
中
、
或
部
分
は
岡
家
の
行
動
芭
な
'
り
て
固
有
の

岡
家
行
政
投
に
消
費
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
部
分
は
る
債
の
元
利
支
扮
金
、
年
金
、
締
助
金
、
交
付
金
の

形
に
於
て
再
び
市
場
経
燐
に
復
蹄
す
る
事
正
な
る
の
で
あ
る
。
百
官
僚
元
利
支
掛
金
は
↓
公
債
所
布
潜
の
プ
ラ
且
ご
な



h
、
年
金
は
年
金
受
領
者
の
所
得
を
増

L
、
補
助
金
の
或
部
分
は
傍
利
品
目
枇
の
牧
入
を
構
成
し
、
東
ト
ト
い
交
付
金
は

地
方
会
共
剛
健

ω歳
入
の
一
部
を
な
す
の
で
あ
る
o

勿
論
・
市
場
経
済
よ
b
徴
牧
せ

L
租
税
が
絞
投
子
し
て
再
び

市
場
経
済
に
似
附
す
る
場
令
に
、
和
枕
を
徴
牧
せ
ら
れ

L
人
正
、
そ
の
経
費
を
受
取
る
人
ど
は
必
宇
し
も
同
一
人

で
は
な
い
。
叉
般
に
同
一
人
で
め
っ
た
ご
し
て
も
夫
ふ
租
税
ピ
受
取
る
経
費
ご
は
必
す
し
も
同
一
一
槻
で
は
な
い
。

然
し
岡
民
経
済
会
館
ご
し
て
観
察
す
れ
ば
、
要
す
る
に
|
|
而
場
極
秘
よ
り
財
政
へ
、
財
政
よ
り
市
場
経
済
へ
の

|
|
閥
民
所
得
の
循
環
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
租
税
負
抽
出
の
割
合
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
国
民
所
得
の
移
輔
の
場

合
は
国
民
所
得

ω徽
牧
の
場
合
よ
h
も
市
場
経
済
的
J

苦
痛
が
少
し
正
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
意
成
仁
於

τ、
阻
・
仁

経
費
の
目
的
に
止
ま
ら
す
、
-
誌
に
縦
技

ω様
式
を
研
究
す
る
必
要
が
生
十
る
の
で
ゐ
る
。

第
四

困
際
財
政
統
計

租
税
負
携
統
計
Z
縦
此
貨
統
計

租
税
品
目
踏
の
問
題
が
間
半
に
m
学
者
の
興
味
を
そ
、
る
じ
止
ま
ら
す
、
賞
際
上
に
も
重
要
ご
な
っ
て
来
た
事
は
、

，、z

ル
砕
ノ
イ
ユ
依
約
第
二
百
三
十
三
保
及
び
第
二
附
属
古
十
二
で
明
か
で
ゐ
る
。
而
も
ぺ
U
F

サ
イ
ユ
保
約
の
こ
の
規
定

は
ド

l
ズ
案
t
し
て
専
門
家
委
員
曾
に
夏
に
雄
総
せ
ら
れ
犯
の
で
ゐ
る
。
専
門
家
委
員
曾
報
告
第
一
部
第
八
章
同

及
び
第
二
部
第
二
章
吋
に
現
は
れ
た
る
「
各
国
租
税
負
踏
の
均
等
」
(
白
色
岳
自
仕
切
門
事
。

=ι耳
目

E
mユE
E
H
)
の
思

想
は
、
租
税
負
擦
の
閥
際
比
較
が
如
何
に
重
県
な
る
貨
際
問
題
ピ
な
っ
て
ゐ
る
か
ご
一
五
ふ
事
を
示
し

τゐ
る
。

七
丸

前

重量

制
税
負
強
及
川
小
料
費

ω
闘
隣
比
較

銘
二
十
七
巷

ハ
丸
王

第
五
都



諭

租
柑
負
拍
及
び
純
費
白
岡
際
比
肢

λo 

租
税
負
擦
の
国
際
比
較
は
幾
多
の
問
題
を
合
み
、
一
見
に
之
を
解
決
せ
ん
己
せ
ば
其
前
提
E
し
て
経
費
の
分
祈
念

第
五
観

議

第
二
十
ヒ
巷

ハ
丸
穴

試
み
ね
ば
な
ら
必
の
は
・
己
に
説
明
せ

L
所
で
あ
る
o

か
〈
考
へ
て
来
る
ご
租
枕
負
強
の
国
際
比
較
問
題
は
可
な

な
ら
旧
制
一
品
が
分
る
の
で
あ
る
。

h
複
雑
な
る
内
容
を
有
L
、
従
っ
て
租
税
負
強
統
計

ω研
究
は
経
費
統
計
の
研
究
ピ
歩
剖
酬
を
共
ド

L
t
進
ま
ね
ば

現
に
獅
泡
統
計
局
は
、
「
各
闘
粗
税
負
備
の
均
等

L
(
g
o
r
F
E
r
-
m
r
z
r岡
山
昨
日
目
立
山
田
自
)
を
研
究
す
る
に
訟

一
入
賞
h
比
統
表
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
。

-9
、
月
設

ω税
税
負
携
統
計
に
揃
足
せ
宇
、
同
氏
所
得
統
計
H
A
ぴ
経
費
統
計
を
綜
合
し
た
る
第
八
求
の
財
政
負
指

部
λ
去

財
政
負
拘
一
人
常
り
比
較
器
(
一
寸
職
前
マ
ル
ク
}
聞
や
位
)

一

イ

ギ

リ

ス

一

フ

ラ

ン

ス

一

ベ

ル

ギ

一

イ

タ

リ

叫
州
州
副
凶
駄
一
州
司
副
ぷ
一
市
町
附
鼻
駄
!
可
制
寸
せ
駄

て

闘

民

所

得

引

一

判

引

判

恥

判

引

判

引

引

「

引

ニ

、

岡

山

担

制

芸

・

2

三
川
・
星
究
・
=
一
完
・
一
三
歪
・
ニ

三

、

私

人

に

謝

す

る

岡

家

組

一

一

一

一

一

鰐
師
、
阪
哨
酬
-
一
一
7
4

一

三

三

一

一

p

i

z

z

・-一

給
及
び
扶
山
科
)

A

一

一

一

凹
、
醐
憾
の
徴
描
出
す
る
闘
比
一
雷
・
よ
宅
・
且
者
一
・
三
一
一
Z
7
口

五
、
市
場
制
済
由
利
用
す
べ

L

一

L

き
闘
民
所
持
主
一
一
五
・
4

7

老
・
式
一
同
誌
-
A
一

葉

Z

山

内

、

市

場

経

済

@

最

低

品

製

費

生

Z

T

一

室・屯一

A

一日・一? 

五九口・口
一一
Zλ

弓屯口・口
克一・一

国
内
・
主

回・一旦

，、. 
回

耳
目
A

・Am

-Fヨ. 
北

吾一・缶

害

回一四千

昌
毛
・
昌

? 

? 

? 



七
、
市
場
経
済
白
自
由
に
柑

mL待
べ
@
闘
同
時
所
得

第
八
表
に
於
て
投
目
す
ぺ

E
は、

三
じ
「
私
人
仁
掛
す
る
同
家
経
農
の
支
出
」
を
算
定

L
た
貼
ご
六
に
「
市
場
経

済
の
故
低
必
要
費
」
を
計
上
し
た
事
主
で
あ
る
。
「
私
人
に
謝
す
る
岡
家
柑
粧
品
質

ω支
出
」
は
、
租
税
正
し
て
徴
牧
し
た

る
凶
民
所
得
が
縦
突
正
し
て
再
び
私
人

ω手
に
入
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
所
甜
岡
氏
所
得
り
移
斡
(
肘
E
r
o
E
E
E
2
2
E

ω
n
z
o『
百
四
)
に
泌
す
る
も

ωで
あ
っ
て
、
経
投
統
計
仁
一
於
て
は
特
仁
之
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
「
市
場
純
情
の
最

低
必
要
費
」
は
、
理
論
的
仁
考
へ
得
る

ωみ
で
あ
っ
て
質
際
的
仁
は
似
る
べ
き
数
字
が
欠
け
て
ゐ
る
の
で
、
第
八

表
で
は
疑
問
?
の
値
で
残
し
て
泣
い
た

ωで
ゐ
る
。
結
局
「
市
場
経
済

ω自
由
に
利
用
し
得
ぺ
き
附
民
所
得
」
は
、

交
の
知
昔
計
算
方
法
に
よ
b
之
を
求
め
る
事
が
出
来
る
の
で
ゐ
，
。
。

卦
紐
閣
議
S
E
E
Z
π
M
2迫
「
お

A
叩
一
魁
知
団
司
お

H
(
園
田
沼
市
咽
十
弾
〉
口
雄
J
『

h
v
E
M宵
惜
同
期

S
U同
居

)

ー
(
圏
倒
閣
糊
器
開
封
+
卦
甑
閣
制
明
S
神
高
山
吋
湘
地
)

第
八
表
は
「
市
場
腕
演
の
自
由
に
利
用
し
得
べ
き
闘
民
所
得
」

ω人
口
一
入
賞

h
金
額
を
イ
ギ

y
z
、
プ
ラ

y
z
、

べ
U
F

ギ

l
、
4
b
y
y
1
に
つ
い
て
調
査
し
、
戦
前
戦
後
の
数
字
を
比
較
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
重
心
を
経
費

ω
方
面

に
泣
い
て
ゐ
る
か
ら
、
租
税
負
携
の
問
題
の
解
決
に
は
完
全
な
る
材
料
な
り
E
云
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
L
財

政
統
計

ω透
し
得
べ
き
範
囲
を
充
分
じ
蹴
張
L
て
ゐ
る
所
に
、
手
間
的
意
義
が
存
し
て
ゐ
る
o

論

議

相
柑
負
拍
及
び
村
山
授
の
闘
際
比
較

-
第
二
T

七
巻

ハ
九
七

第
五
蹴

J、



.，"-
百畑

f世

訓
枇
臼
抽
柑
日
且
び
経
費
ゆ
圃
際
比
較

第
二
十
じ
寄

ハ
九
人

第
五
腕

A 

岡
際
財
政
統
計
研
究
の
困
難

財
政
統
計
の
研
究
資
料
正
し
て
は
、
通
常
は
歳
計
が
用
ひ
ら
れ
一
1
b
ι
。
而
し
て
第
一
に
同
一
凶
的
歳
計
を
各

時
期
に
わ
た
b
比
較

L
、
第
二
に
同
一
時
期
の
歳
計
を
各
闘
に
つ
き
比
岐
し
、
最
後
に
各
凶
的
歳
計

ω
各
時
期
に

於
け
る
後
述
を
比
峻
す
る
請
に
よ
っ

c、
問
問
際
財
政
統
計
研
究

ω円
的
af
始
め
て
埠
唱
す
る
事
が
山
来
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
各
倒
的
成
計
内
側
山
%
が
継
で
附
際
財
政
統
計
を
調
査
す
る
前
提
僚
何
ご
な
る

ω
で
ゐ
る
。

然
る
に
歳
計
り
内
山
壮
な
る
も
の
は
、
岡
に
よ
h
異
h
叉
同
一
凶
内
に
ゐ
h
て
も
時
代
に
よ
b
綾
動
を
生
じ
比
較

研
究
に
は
極
め
て
不
通
常
な
る
も
の
で
ゐ
る
d

合
計
年
度
、
一
般
食
計
ご
特
別
曾
計
ご
の
瓜
分
、
抑
制
制
疎
算
ピ
純

傾
抽
出
算
正
の
区
別
、
款
市
引
日
節
の
分
類

ω儀
式
等
に
於
て
各
閥
歳
計
は
形
式
を
刷
出
に
し
て
ぬ
る
o

叉
品
況
に
於
一
1

地
方
財
政
が
後
述
し
そ
れ
が
凶
家
財
政
、
市
場
経
糖
、
岡
氏
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
無
印
刷
す
る
を
得
な
い
の
で
ゐ

地
方
歳
計
を
考
胤
T
る
事
正
な
る
古
油
価
々
問
題
が
複
雑
正
な
る
の
で
あ
る
。
此
等
的
歳
計
の
異
る
形
式
を

統
一
し
て
一
定
の
方
式
(
何
百
F
O
{
昨日
n
r
m
目
印
)
に
ま
ご
め
る
事
は
閥
際
財
政
統
計

ω研
究
に
は
必
要
な
る
前
提
僚
件

、，

z
、

y
;
b
 

で
ゐ
る
が
、
同
時
に
非
常
に
囚
銚
な
る
事
業
で
あ
る
。
此
方
面
に
於
て
は
伺
逸
町
中
者
一
か
相
牒
熟
練
L
た
腕
を
有
L

t
ゐ
る
・
こ
れ
獅
逸
に
於
て
は
、
世
界
大
戦
前
に
巳
に
各
支
分
岡
山
呉
伯
い
る
歳
計
を
統
一
し

τ
一
つ
の
総
っ
た
濁

逸
岡
山
成
計
を
作
製
す
る
必
要
が
ゐ
っ
た
か
ら
で
あ
品
。
般
に
、
各
凶
山
歳
計
を
一
定
の
方
式
に
統
一
し
得
た
り
ど

す
る
も
、
各
国
歳
計

ω
怠
昧
が
質
質
的
に
異
っ
て
ゐ
る
の
を
如
何
に
整
理
す
べ
き
や
の
問
題
が
起
う
て
来
る
c

蓋

L
中
央
集
権
の
岡
ゐ
り
地
方
分
樺
の
闘
ゐ
り
、
岡
家
的
職
分
大
な
る
岡
正
自
由
主
義
の
岡
正
の
別
ゐ
り
、
農
業
国



E
商
工
業
図
ご
の
差
ゐ
hJ
、
か
、
る
政
治
経
済
事
情
の
相
異
は
歳
計
の
上
に
も
大
な
る
影
響
を
興
ふ
る
が
放
に
、

こ
れ
亦
凶
際
財
政
統
計
の
桝
究
に
際
し
是
非
共
願
凪
す
ぺ
き
方
面
で
あ
る
。

思
ふ
仁
諸
国
の
歳
計
な
る
も
り
は
降
史
的
政
治
的
の
産
物
で
ゐ
つ

T
、
決
し
て
理
論
的
合
理
的
仁
構
成
せ
ら
れ

た
る
も
の
で
な
い
I

O

従
っ
て
諸
凶
の
歳
討
を
基
礎
正
し

τ闘
際
紛
政
統
計
を
作
製
す
る
仁
償
っ

τは
、
形
式
上
仁

質
問
国
上
仁
科
々
の
困
難
を
件
ふ
の
で
あ
る
o

而
L
t
此
困
難
は
捌
じ
よ
b
川
代
仁
よ
b
J
英
程
度
を
異
に

L
て
ゐ

ア
一
フ

V

1

、
ペ
戸
ギ

1
、
イ
タ

P
1
の
四
闘
じ
っ
き
、
佐
界
大
戦
の
前
怨
仁
わ
穴
り
、
獅
逸
統

る
。
イ
ギ
n
〆見、

計
局
が
研
究
し
た
所
仁
よ
っ
て
も
、
此
附
の
消
息
は
明
日
仁
な
る
の
で
あ
る
。

一
一
一
則
政
統
計
的
誕
歩

則
政
統
計
ご
云
っ
て
も
、
間
十
仁
岡
山
部
釘
政
の
一
部
門

Z
L
τ
の
財
政
を
統
計
的
に
研
究
す
る
も
の
ご
、
夏
仁
進

ん
で
財
政
ど
而
場
経
憐
ど
の
刷
係
を
見
、
財
政
を
倒
民
総
隣
会
館
己
関
連
せ
し
め

τ之
に
統
計
的
研
究
を
加
へ
る

場
合
ご
の
二
輔
が
め
る
心
従
来
の
財
政
統
計
は
等
ろ
前
者
の
狭
義
の
則
政
統
計
に
問
題
を
限
局
し
て
ゐ
た
の
で
あ

っ
た
。
然
る
に
回
開
端
部

ω行
動
範
囲
が
憐
大
す
る
さ
共
に
、
財
政
が
市
場
縦
済
に
介
入
す
る
程
度
が
増
L
、
財
政
の

岡
氏
縦
演
に
占
む
る
位
置
が
重
要
正
な
る
仁
従
ひ
、
従
来
の
研
究
に
揃
足
す
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
惑
に
一

歩
を
進
め
て
、
財
政
己
市
場
経
済
己
の
閥
係
、
財
政
ご
園
民
経
済
E
の
閥
係
に
統
計
的
研
究
を
及
ぼ
す
鈷
に
、
婚

家
の
財
政
統
計
の
使
命
を
接
見
す
る
の
で
あ
る
o

現
に
、
ヘ
片
す
イ
ユ
僚
約
の
賠
償
金
決
定
方
法
の
精
紳
を
ド

1
ズ
案
が
採
用
し
、
其
結
果
ど
し
て
獅
趨
の
賠
償
金

の
支
沸
金
額
を
究
り
紫
築
指
数
に
関
連
せ
し
め
決
定
せ
ん
記
し
て
ゐ
る
。

論

盤

租
税
負
樋
及
。
組
控
白
闘
際
比
較

第
一
一
十
七
巻

ハ
九
九

第
}
札
制
鵬

F、



論

議

租
枯
負
指
及
び
純
費
白
幽
際
比
較

第
二
十
七
巻

七

O
O

第
五
抗

p、
固

一
、
輸
出
入
総
額
官

5
0
0
Z
E
E
-
E
E町内
H
q
ι
2
g
n
Z回
目

P
E
U乱
〉

包

P
Z
E詰
目
E
2
m
m
m
o
E
E
Z
)

二
、
猫
拍
車
岡
、
プ
ロ
シ
ヤ
、
ザ
ク
セ
シ
、
バ
イ
エ
ル
シ
田
誠
入
肱
山
(
同

E
E『
日
目

E
品

〉

E
宮
Z
ロ
且
田
沼
田
E
Zロ
目

白
Z
E
E
F包
【
自

N
E
E
E
E
3
3
0目
再
P

Z
目
E
M
E
m
-
S
骨

骨
D

】問。ロ雪印
E

5

3

5
自
』
訟
の
Z
p
z
Z
E五
百
)

三
、
融
溢
愉
詮
貨
物
重
量
(
回
目
ロ

E
E
P〆
向
島
内

r
n
m
-
m
m
E
H
R
F
「
日
月
間
官
官
日

Eι

骨

『

0
2
E主
自
の
2
目

r
Z
E
Z同
Z

問
、
砂
馳
煙
車
、
夢
酒
、
土
泊
白
消
政
金
制
(
骨
円
。
日

ωEF同
d
E
4
0込
骨

ω
4
2
F
E
R
r
o
u
S
N
E
L
r
m司、
1
『

ιωr-
回
一
耳
目
白

k
r
o
r旦
吉

口
町
民
目

F-Em凶
)

五
、
人
日
明
在
世

2
5
0自
己
目

σAudo-rqE開
口
2
3
0己
戸
白
骨

-
Z
Eの
『
ロ
毘
ロ

R
F
骨
ロ

-
m
E
Z
J
m同『
cmHσ
白河内ロ

4
。-EEEFMロ
骨

ι己
g-

の
即
日
u

戸ユ
T己同
ι
寸

oι
由
民
主

U
t
r
E
E
M
m
H
〉

E
，E
門戸

ι
2耳
石
ZE)

六
、
人
口
一
人
前
リ
石
炭
消
却
拡
(
晶
司
〈
o
F
2
5
F
S
同
o
r
k
y
o
円
。
司
ご

濁
逸

ω賠
償
金
的
支
挑
能
力
を
決
定
す
る
来
礎
数
字
た
る
繁
築
指
数
を
算
出
す
る
に
常
h
、
車
純
な
る
祖
税
負

協
の
数
字
を
離
れ
て
、
人
目
、
財
政
、
流
通
経
済
、
消
費
経
済
内
会
般
を
通

ι観
察
せ
ん
ご
[
て
ゐ
る
貼
は
、
注

目
仁
佐
官
る

ωで
あ
る
。
こ
れ
終
描
ゅ
の
財
政
統
計
の
畿
遣
の
趨
勢
を
暗
示
す
る
も
の
ご
一
耳
ふ
事
が
出
来
る
Q

財
政
事
の
研
究
を
経
憐
皐
の
他
の
部
門
よ
h
遊
離
し
て
そ
れ
自
身
盟
・
摘
に
研
究
す
る
事
も
一
山
楽
で
あ
る
。
然

L

国
家

ω職
分

ω増
大
の
結
巣
財
政
が
兵
慌
に
畿
返
し
、
財
政
ピ
市
場
経
済
ご
が
到
る
所
に
交
錯
!
互
に
影
響
を
奥

へ
合
ふ

τゐ
る

ω
が
現
貨
の
岡
民
経
済
の
紋
態
で
ゐ
る
。
故
に
、
財
政
を
研
究
す
る
に
常
っ
て
も
、
軍
・
に
財
政
ぞ

れ
自
身
の
み
な
ら
す
、
財
政
が
国
民
経
済
現
象
正
し

τ市
場
経
済
に
到
し
て
如
何
な
る
位
置
を
占
む
る
か
を
研
究

す
る
必
要
が
存
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
組
税
負
携
及
び
経
費
の
国
際
比
綾
な
る
現
質
問
題
に
於

τ.
こ
の
事
賓
が

阿
最
も
明
か
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。


